
交錯する世界

如月弥生

タテ書き小説ネット Byヒナプロジェクト

http://pdfnovels.net/



1

注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
交
錯
す
る
世
界

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
４
０
６
５
Ｂ
Ａ

【
作
者
名
】

　
如
月
弥
生

【
あ
ら
す
じ
】

　
あ
る
世
界
の
、
と
あ
る
少
女
は
、
大
切
な
友
達
の
為
に
時
を
遡
る
。

あ
る
世
界
の
、
と
あ
る
少
年
は
、
大
切
な
相
棒
の
為
に
死
線
へ
飛
び
込
む
。

こ
れ
は
、
そ
ん
な
２
つ
の
世
界
が
、
交
錯
す
る
物
語
。

こ
の
物
語
は
、
ど
こ
へ
向
か
う
の
か
。

※
こ
の
小
説
は
、
魔
法
少
女
ま
ど
か
☆
マ
ギ
カ
と
、
Ｔ
Ｒ
Ｐ
Ｇ
「
ダ
ブ
ル
ク
ロ

ス
」
の
ク
ロ
ス
オ
ー
バ
ー
作
品
で
す
。

※
不
定
期
更
新
で
す
。
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プ
ロ
ロ
ー
グ
　
（
前
書
き
）

な
ん
か
小
説
書
い
て
み
た
く
て
や
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

駄
文
だ
と
思
い
ま
す
が
、
読
ん
で
く
だ
さ
る
と
嬉
し
い
で
す
。

（
ダ
ブ
ル
ク
ロ
ス
と
い
う
の
は
、
フ
ァ
ー
イ
ー
ス
ト
・
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
・

リ
サ
ー
チ
（
Ｆ
．
Ｅ
．
Ａ
．
Ｒ
．
）
が
出
版
し
て
い
る
Ｔ
Ｒ
Ｐ
Ｇ
作
品
の
一
つ

で
す
。

ま
ど
マ
ギ
と
設
定
が
似
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
た
の
で
、
合
わ
せ
て
見
ま
し
た
。

）※
お
そ
ら
く
不
定
期
更
新
に
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
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プ
ロ
ロ
ー
グ
　

「
ま
た
・
・
・
・
・
・
助
け
ら
れ
な
か
っ
た
・
・
・
・
・
・
・
・
」

弱
々
し
い
声
が
響
く
。

そ
の
声
の
主
で
あ
る
黒
髪
の
少
女
は
、
泣
い
て
い
た
。

周
囲
に
は
、
ま
る
で
戦
争
で
も
起
こ
っ
た
か
の
よ
う
な
惨
状
が
広
が
っ
て
い
る
。

そ
ん
な
中
、
少
女
は
独
り
泣
い
て
い
た
。

や
が
て
少
女
は
立
ち
上
が
る
。

そ
の
瞳
に
再
び
決
意
を
秘
め
た
焔
が
灯
る
。

そ
し
て
、
少
女
は
意
を
決
し
た
よ
う
に
傍
ら
の
宝
石
に
触
れ
た
。

そ
れ
と
同
時
に
少
女
の
服
装
は
変
化
し
、
そ
の
左
手
に
は
中
央
に
砂
時
計
の
付

い
た
円
形
の
盾
が
装
着
さ
れ
て
い
た
。

（
次
こ
そ
・
・
・
・
・
次
こ
そ
必
ず
あ
な
た
を
救
っ
て
み
せ
る
・
・
・
・
・
・
）

盾
に
手
を
当
て
、
回
転
さ
せ
る
。

瞬
間
光
が
少
女
を
包
み
、
光
が
晴
れ
る
と
、
少
女
の
姿
は
忽
然
と
そ
の
場
か
ら

消
え
て
い
た
。
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東
京
近
郊
、
美
傘
市
。

再
開
発
に
よ
っ
て
近
代
的
な
街
に
な
っ
た
そ
の
場
所
の
中
心
街
で
、
一
つ
の
戦

争
が
行
わ
れ
て
い
た
。

原
型
も
留
め
ず
破
壊
さ
れ
た
建
物
、
地
に
伏
し
動
か
な
く
な
っ
た
人
、
地
に
穿

た
れ
た
ク
レ
ー
タ
ー
。

そ
ん
な
惨
状
の
中
、
既
に
人
外
の
姿
に
変
化
し
た
男
と
、
１
０
代
半
ば
の
少
年

と
少
女
が
対
峙
し
て
い
た
。

「
■
■
■
■
■
ッ
！
！
！
！
！
！
！
」

男
は
、
も
は
や
言
語
で
す
ら
無
い
叫
び
を
上
げ
る
。

そ
の
叫
び
に
呼
応
す
る
か
の
如
く
、
地
面
は
裂
け
、
衝
撃
波
が
周
囲
を
凪
い
だ
。

並
の
人
間
が
受
け
れ
ば
ま
ず
命
は
な
い
で
あ
ろ
う
そ
れ
を
受
け
、
少
女
を
庇
っ

た
少
年
の
腕
が
も
ぎ
取
ら
れ
る
。

し
か
し
、
数
秒
と
経
た
な
い
う
ち
に
腕
は
元
通
り
に
復
元
さ
れ
、
僅
か
な
傷
を

残
す
の
み
と
な
っ
た
。

リ
ザ
レ
ク
ト
。

彼
ら
超
人
の
み
が
持
つ
人
外
の
再
生
能
力
だ
。

オ
ー
ヴ
ァ
ー
ド

「
唯
、
大
丈
夫
？
」

受
け
た
傷
を
癒
し
な
が
ら
、
僕
は
傍
ら
に
い
る
相
棒
、
滝
沢
唯
の
安
否
を
確
認

す
る
。

オ
ー
ヴ
ァ
ー
ド
な
ら
リ
ザ
レ
ク
ト
で
き
る
し
、
そ
も
そ
も
僕
が
庇
っ
た
の
で
傷

ひ
と
つ
無
い
は
ず
だ
が
、
念
の
た
め
だ
。

「
う
ん
。
侑
く
ん
は
？
」

「
僕
も
、
問
題
な
い
よ
」

敵
の
動
き
に
気
を
配
り
な
が
ら
、
目
を
合
わ
せ
お
互
い
の
無
事
を
確
認
す
る
。

ジ
ャ
ー
ム

状
況
は
、
最
悪
だ
。
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先
程
か
ら
こ
ち
ら
も
攻
撃
を
当
て
て
は
い
る
も
の
の
、
致
命
傷
に
は
程
遠
い
。

対
す
る
こ
ち
ら
も
攻
撃
を
防
い
で
は
い
る
も
の
の
、
侵
食
率
的
な
消
耗
が
激
し

い
。

こ
の
ま
ま
戦
え
ば
二
人
共
死
ぬ
か
ジ
ャ
ー
ム
化
す
る
か
の
二
択
と
な
る
。

し
か
も
、
Ｕ
Ｇ
Ｎ
か
ら
の
救
援
は
お
そ
ら
く
間
に
合
わ
な
い
。

こ
ち
ら
に
は
敵
を
一
撃
で
葬
れ
る
技
が
あ
る
が
、
お
そ
ら
く
あ
の
衝
撃
波
の
よ

う
な
も
の
に
阻
ま
れ
る
。

ま
さ
し
く
、
四
面
楚
歌
。

だ
が
、
僕
の
頭
の
中
に
は
、
一
つ
だ
け
、
た
っ
た
一
つ
だ
け
こ
の
最
悪
な
状
況

を
打
開
す
る
術
が
浮
か
ん
で
い
た
。

（
そ
れ
し
か
・
・
・
・
・
・
・
な
い
。
）

決
意
と
と
も
に
、
口
を
開
く
。

「
落
ち
着
い
て
、
聞
い
て
く
れ
る
？
」

自
分
で
も
驚
く
ほ
ど
掠
れ
た
声
が
出
た
。

「
・
・
な
、
何
・
・
・
？
」

そ
の
声
か
ら
、
何
か
を
感
じ
取
っ
た
の
か
、
唯
も
震
え
る
声
で
言
葉
を
返
す
。

「
こ
の
ま
ま
じ
ゃ
、
二
人
共
・
・
・
・
・
・
・
死
ぬ
」

「
だ
か
ら
、
僕
が
ア
イ
ツ
を
捕
ら
え
る
。
そ
の
間
に
唯
は
ア
レ
を
使
っ
て
」

・
・

「
そ
れ
は
っ
・
・
・
・
！
」

僕
の
言
葉
に
、
明
ら
か
に
狼
狽
え
る
唯
。

そ
れ
に
構
わ
ず
、
僕
は
続
け
る
。

「
こ
の
ま
ま
だ
と
、
手
遅
れ
に
な
る
。
　
・
・
・
・
・
・
・
大
丈
夫
。
絶
対
僕

は
生
き
残
る
。
」

こ
の
会
話
を
続
け
て
い
る
最
中
に
も
、
化
物
の
破
壊
は
止
ま
ら
な
い
。

ジ
ャ
ー
ム

「
・
・
・
・
・
・
・
分
か
っ
た
。
　
・
・
・
・
・
・
で
も
！
　
絶
対
！
　
絶
対
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死
な
な
い
で
ね
！
　
私
を
、
置
い
て
行
か
な
い
で
ね
！
」

「
う
ん
。
約
束
す
る
よ
。
絶
対
、
帰
っ
て
く
る
。
」

決
意
を
込
め
て
、
そ
う
返
す
。

「
じ
ゃ
あ
、
行
く
よ
！
」

僕
の
そ
の
声
を
合
図
に
、
僕
は
化
物
の
元
へ
駆
け
、
唯
は
能
力
で
長
弓
を
そ
の

ジ
ャ
ー
ム

手
に
現
出
さ
せ
る
。

「
■
■
■
■
■
■
■
■
■
ッ
ッ
ッ
！
！
！
！
！
！
」

叫
び
と
共
に
、
射
出
さ
れ
る
衝
撃
波
。

そ
の
直
撃
を
受
け
、
全
身
が
悲
鳴
を
上
げ
る
も
、
ス
ピ
ー
ド
は
緩
め
な
い
。

「
は
っ
！
！
」

高
速
移
動
に
よ
っ
て
も
の
の
数
秒
で
敵
に
肉
薄
し
た
僕
は
、
そ
の
勢
い
の
ま
ま

能
力
を
発
動
さ
せ
る
。

エ
フ
ェ
ク
ト

ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
る
の
が
目
的
じ
ゃ
な
い
。

（
僕
の
目
的
は
・
・
・
・
・
拘
束
！
！
！
）

瞬
間
、
巨
大
な
砂
の
茨
が
錬
成
さ
れ
、
僕
も
ろ
と
も
敵
を
拘
束
し
た
。

・
・
・
・

「
■
■
■
■
■
！
？
」

ま
さ
か
自
分
ご
と
拘
束
す
る
と
は
思
っ
て
い
な
か
っ
た
の
か
、
す
で
に
理
性
も

な
い
は
ず
の
化
物
の
顔
が
歪
む
。

し
か
し
、
も
う
遅
い
。

既
に
、
唯
の
準
備
は
終
わ
っ
て
い
る
。

し
か
も
、
こ
の
茨
は
使
用
す
る
の
に
接
敵
す
る
必
要
が
あ
る
代
わ
り
に
、
絡
み

つ
か
れ
た
相
手
は
体
が
硬
直
し
動
け
な
く
な
る
特
別
製
だ
。
本
来
な
ら
ば
自
分

ご
と
拘
束
す
る
な
ん
て
し
な
い
の
だ
が
、
理
性
を
失
っ
て
い
る
と
は
い
え
、
思

考
能
力
を
持
つ
敵
な
の
で
、
こ
の
策
を
使
う
他
無
か
っ
た
。

「
行
く
よ
！
！
」

唯
の
声
と
共
に
、
最
強
の
一
撃
が
放
た
れ
る
。

僕
は
ギ
リ
ギ
リ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
ま
で
待
ち
、
矢
の
直
撃
を
確
信
す
る
と
同
時
、

茨
を
解
除
し
後
方
、
即
ち
唯
の
攻
撃
の
範
囲
外
へ
と
跳
ぶ
。
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全
て
は
、
生
き
残
る
た
め
。
　
９
９
％
無
理
で
も
、
１
％
に
縋
ろ
う
と
悪
あ
が

き
を
敢
行
す
る
。

だ
が
そ
ん
な
悪
あ
が
き
を
嘲
笑
う
か
の
様
に
、
閃
光
が
僕
の
視
界
を
覆
っ
た
。
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プ
ロ
ロ
ー
グ
　
（
後
書
き
）

ま
ど
マ
ギ
ち
ゃ
ん
と
見
て
な
い
せ
い
か
な
ん
か
う
ろ
覚
え
だ
・
・
・
・
・
・
・
。

多
少
設
定
や
セ
リ
フ
が
違
っ
て
い
る
の
は
あ
ま
り
気
に
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

で
は
、
感
想
待
っ
て
い
ま
す
。
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登
場
人
物
設
定
（
前
書
き
）

今
回
は
設
定
を
投
下
し
ま
す
。

ネ
タ
バ
レ
を
含
む
の
で
、
お
嫌
い
な
方
は
ス
ル
ー
し
て
く
だ
さ
い
。
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登
場
人
物
設
定

主
人
公
設
定

名
前
：
御
堂
　
侑

性
別
：
男

年
齢
：
１
４

ブ
リ
ー
ド
：
ト
ラ
イ

シ
ン
ド
ロ
ー
ム
：
モ
ル
フ
ェ
ウ
ス
＆
ソ
ラ
リ
ス
＆
ノ
イ
マ
ン

能
力
　
武
器
作
成
…
ナ
イ
フ
か
ら
ガ
ト
リ
ン
グ
ガ
ン
ま
で
基
本
な
ん
で
も
作
れ

る
。
銃
器
は
、
弾
薬
も
生
成
可
。

　
　
　
精
密
射
撃
…
ノ
イ
マ
ン
に
よ
る
完
璧
な
挙
動
と
、
ソ
ラ
リ
ス
に
よ
る
神

経
回
路
強
化
で
、
完
璧
な
射
撃
を
可
能
に
す
る
。
　

　
　
　
幻
覚
…
ソ
ラ
リ
ス
能
力
で
幻
覚
物
質
を
作
り
出
す
。

 
 
 
 
 
 

砂
の
茨
…
拘
束
用
に
、
砂
で
創
り
だ
し
た
茨
。
棘
か
ら
体
を
硬

直
さ
せ
る
薬
物
を
出
す
。

備
考
　
Ｕ
Ｇ
Ｎ
に
所
属
し
て
い
た
チ
ル
ド
レ
ン
。
実
は
、
ソ
ラ
リ
ス
と
モ
ル
フ

ェ
ウ
ス
の
か
み
合
わ
せ
に
よ
っ
て
、
彼
の
空
想
　
　
が
現
実
に
な
る
、
と
い
う

特
殊
能
力
「
タ
イ
ム
＆
ア
ゲ
イ
ン
２
ｎ
ｄ
」
（
２
ｎ
ｄ
な
の
は
、
過
去
に
同
じ

能
力
が
あ
っ
た
た
め
）
を
持
っ
て
い
る
。
（
本
人
は
能
力
の
存
在
す
ら
知
ら
な

い
）

　
　
　
平
行
世
界
で
あ
る
ま
ど
マ
ギ
の
世
界
に
来
た
時
、
彼
の
家
が
存
在
し
た

の
は
、
彼
が
無
意
識
下
で
、
「
家
に
戻
り
た
い
」
と
願
っ
た
た
め
。
基
本
制
御

不
可
。

　
　
　
そ
の
危
険
性
故
に
封
印
が
施
さ
れ
、
世
界
を
移
動
し
た
際
に
使
用
可
能

に
。
（
自
分
の
意
志
で
は
ま
だ
不
可
能
）
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体
内
に
、
レ
ネ
ゲ
イ
ド
を
活
性
化
さ
せ
る
賢
者
の
石
が
埋
ま
っ
て
い
る
。

レ
ネ
ゲ
イ
ド
ク
リ
ス
タ
ル

　
　
　
こ
れ
を
使
用
す
る
こ
と
で
、
一
瞬
だ
け
エ
フ
ェ
ク
ト
の
出
力
を
最
大
ま

で
引
き
上
げ
ら
れ
る
。

　
　
　
こ
の
よ
う
に
、
生
来
凄
ま
じ
い
力
を
内
包
し
て
い
た
為
、
同
じ
く
特
殊

な
力
を
持
つ
滝
沢
唯
と
チ
ー
ム
を
組
ん
で
い

　
　
　
る
。
（
一
緒
に
管
理
す
る
た
め
に
上
層
部
が
決
定
し
た
）

　
　
　
戦
闘
ス
タ
イ
ル
は
、
大
量
に
練
成
し
た
武
器
で
次
々
と
攻
撃
し
、
止
め

に
迫
撃
砲
や
ら
バ
ズ
ー
カ
等
大
威
力
の
攻
撃
を
叩
き
こ
む
。

　
　
　

　
　
　
容
姿
は
、
女
顔
。
し
か
も
、
髪
は
長
髪
（
唯
の
趣
味
）
な
の
で
も
は
や

女
性
に
し
か
見
え
な
い
。

　
　
　
Ｕ
Ｇ
Ｎ
美
傘
支
部
内
で
も
勘
違
い
が
多
発
し
て
い
る
。

登
場
人
物
紹
介

名
前
：
滝
沢
唯

性
別
：
女

年
齢
：
１
４

ブ
リ
ー
ド
：
ピ
ュ
ア

シ
ン
ド
ロ
ー
ム
：
バ
ロ
ー
ル

能
力
　
時
間
転
送
…
能
力
で
作
成
し
た
矢
を
起
点
に
、
時
間
流
を
変
化
さ
せ
て

対
象
を
過
去
に
送
る
。

備
考
　
時
間
転
送
と
い
う
凶
悪
な
能
力
を
持
っ
て
い
た
た
め
、
友
人
が
出
来
ず
、
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そ
ん
な
中
初
め
て
友
人
に
な
っ
て
く
れ
た
御
堂
侑
に
対
し
て
は
知
ら
ず
知
ら
ず

の
う
ち
に
依
存
し
て
し
ま
っ
て
い
る
。

　
　
　
容
姿
は
、
ほ
ぼ
ま
ど
か
と
同
じ
。
　
　
　
　

　
　
　
直
接
戦
闘
能
力
は
さ
ほ
ど
高
く
な
い
。

　
　
　



13

第
一
話
　
平
行
世
界
（
前
書
き
）

第
一
話
、
出
来
上
が
り
ま
し
た
。

楽
し
ん
で
読
ん
で
頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
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第
一
話
　
平
行
世
界

体
が
重
い
。
　
思
考
が
安
定
し
な
い
。

こ
こ
は
・
・
・
・
・
・
ど
こ
？
　
今
何
が
起
き
て
る
ん
だ
？

・
・
・
・
・
・
ど
う
で
も
い
い
か
、
そ
ん
な
こ
と
。

眠
ろ
う
。
　
今
は
、
と
り
あ
え
ず
。

視
界
が
、
再
び
暗
転
し
た
。

「
う
っ
・
・
・
・
・
・
・
・
・
」

ど
う
や
ら
、
寝
て
し
ま
っ
て
い
た
よ
う
だ
。

寝
ぼ
け
た
頭
が
、
意
識
が
は
っ
き
り
す
る
に
つ
れ
、
回
転
し
だ
す
。

「
そ
っ
か
・
・
・
・
・
・
僕
は
・
・
・
・
・
」

あ
の
攻
撃
に
巻
き
込
ま
れ
た
の
か
。

幸
い
命
は
あ
っ
た
ら
し
い
が
、
あ
の
攻
撃
の
意
味
は
破
壊
で
は
な
い
。

あ
の
矢
を
起
点
と
し
て
時
間
を
巻
き
戻
し
、
対
象
を
過
去
へ
と
送
る
。

そ
れ
が
Ｕ
Ｇ
Ｎ
で
も
極
秘
扱
い
の
能
力
を
持
つ
オ
ー
ヴ
ァ
ー
ド
、
滝
沢
唯
の
真

骨
頂
だ
。

お
そ
ら
く
僕
は
か
な
り
の
時
間
を
吹
き
飛
ば
さ
れ
た
は
ず
。
多
分
、
生
物
が
生

き
ら
れ
な
い
よ
う
な
時
代
へ
と
。
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そ
こ
ま
で
考
え
た
時
、
気
づ
い
た
。

（
・
・
・
・
・
・
・
天
井
？
）

僕
の
視
線
の
先
に
は
、
ど
こ
に
で
も
あ
り
そ
う
な
木
造
建
築
の
天
井
が
あ
っ
た
。

（
ど
う
い
う
・
・
・
・
・
こ
と
だ
？
）

慌
て
て
部
屋
を
確
認
す
る
と
、
あ
る
こ
と
に
気
が
つ
い
た
。

「
僕
の
・
・
・
・
・
部
屋
・
・
・
・
？
」

そ
う
。
こ
の
部
屋
は
僕
が
住
ん
で
い
る
家
の
寝
室
に
そ
っ
く
り
な
の
だ
。

「
夢
・
・
・
・
・
・
・
オ
チ
・
・
・
・
・
・
・
？
」

そ
ん
な
こ
と
を
考
え
て
い
る
と
、
ま
た
あ
る
こ
と
に
気
が
つ
い
た
。

そ
れ
に
気
づ
い
た
瞬
間
、
僕
は
驚
愕
す
る
こ
と
に
な
る
。

「
レ
ネ
ゲ
イ
ド
ウ
イ
ル
ス
が
・
・
・
・
・
・
・
な
い
！
？
」

そ
う
。
オ
ー
ヴ
ァ
ー
ド
に
力
を
与
え
る
ウ
イ
ル
ス
、
レ
ネ
ゲ
イ
ド
が
、
大
気
中

に
一
つ
も
な
い
の
だ
。

普
通
な
ら
、
ど
ん
な
場
所
に
も
レ
ネ
ゲ
イ
ド
は
存
在
し
て
い
る
は
ず
な
の
だ
が
・

・
・
・
・
・
・
・
。

こ
の
瞬
間
、
僕
は
迷
わ
ず
能
力
を
使
用
し
た
。

エ
フ
ェ
ク
ト

名
を
、
《
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
》
。
　

ノ
イ
マ
ン
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
に
分
類
さ
れ
る
エ
フ
ェ
ク
ト
で
あ
り
、
思
考
能
力
を

一
時
的
に
増
幅
さ
せ
、
あ
ら
ゆ
る
こ
と
を
推
理
す
る
エ
フ
ェ
ク
ト
だ
。

こ
れ
を
使
用
し
た
結
果
、
僕
は
更
に
驚
愕
す
る
こ
と
に
な
る
。

エ
フ
ェ
ク
ト
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
回
答
は
、
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『
こ
の
世
界
は
、
自
分
が
い
た
世
界
で
は
な
い
、
い
わ
ゆ
る
並
行
世
界
と
い
う

も
の
』

だ
っ
た
。

「
並
行
・
・
・
・
・
・
世
界
・
・
・
・
・
・
・
？
」

自
分
の
エ
フ
ェ
ク
ト
だ
と
い
う
の
に
、
僕
は
こ
の
結
果
を
信
じ
ら
れ
な
か
っ
た
。

そ
れ
も
無
理
な
い
だ
ろ
う
。
起
き
て
い
き
な
り
あ
な
た
は
平
行
世
界
に
い
ま
す
、

と
言
わ
れ
て
信
じ
る
ほ
う
が
ど
う
か
し
て
い
る
。

し
か
し
、
エ
フ
ェ
ク
ト
を
使
っ
て
し
ま
っ
た
以
上
信
じ
ざ
る
を
得
な
い
。

そ
れ
ほ
ど
ま
で
に
僕
は
《
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
》
を
信
頼
し
て
い
た
。

「
お
い
お
い
・
・
・
・
・
・
・
ど
う
い
う
こ
と
な
ん
だ
・
・
・
・
・
・
・
？
」

考
え
ら
れ
る
の
は
、
時
間
転
移
の
際
に
何
か
が
起
き
た
・
・
・
・
と
い
う
と
こ

ろ
だ
が
、
そ
れ
を
確
か
め
る
術
は
な
い
。

「
は
ぁ
・
・
・
・
・
・
・
」

思
わ
ず
こ
ぼ
れ
る
た
め
息
。

た
だ
、
来
れ
た
と
い
う
こ
と
は
、
帰
る
術
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

そ
う
思
い
と
り
あ
え
ず
現
状
を
確
認
す
べ
く
寝
室
を
出
、
リ
ビ
ン
グ
へ
移
動
す

る
。

そ
こ
で
ふ
と
見
た
窓
の
外
、
そ
こ
に
は
見
慣
れ
た
美
傘
市
の
姿
は
な
く
、
見
知

ら
ぬ
景
色
が
広
が
っ
て
い
た
。
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第
一
話
　
平
行
世
界
（
後
書
き
）

今
回
使
用
さ
れ
た
エ
フ
ェ
ク
ト

《
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
》

　
ノ
イ
マ
ン
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
エ
フ
ェ
ク
ト
。

あ
ら
ゆ
る
疑
問
に
答
え
を
出
せ
る
。
（
考
え
も
し
な
い
こ
と
は
な
ん
と
な
く
し

か
分
か
ら
な
い
）

い
か
が
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
？

感
想
待
っ
て
い
ま
す
。



19

第
二
話
　
「
見
滝
原
」
　
（
前
書
き
）

第
二
話
、
出
来
上
が
り
ま
し
た
。

書
き
溜
め
・
・
・
・
・
し
と
い
た
ほ
う
が
よ
か
っ
た
で
す
か
ね
・
・
・
・
・
・
。
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第
二
話
　
「
見
滝
原
」
　

ふ
と
見
た
窓
の
外
、
そ
こ
に
は
見
慣
れ
た
美
傘
市
の
姿
は
な
く
、
見
知
ら
ぬ
景

色
が
広
が
っ
て
い
た
。

「
・
・
・
・
・
・
・
・
・
え
？
」

（
美
傘
市
じ
ゃ
・
・
・
・
・
な
い
！
？
）

何
度
見
返
し
て
も
、
現
実
は
変
わ
ら
な
い
。

ま
た
《
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
》
を
使
お
う
か
と
も
思
っ
た
が
、
あ
れ
は
数
日

に
１
、
２
回
程
度
し
か
使
え
な
い
。

「
は
ぁ
・
・
・
・
・
・
・
・
さ
っ
き
か
ら
驚
き
っ
ぱ
な
し
だ
な
・
・
・
・
・
・
・

・
」

と
に
か
く
、
こ
こ
は
美
傘
市
で
は
な
い
。

な
ら
ば
こ
こ
は
何
処
だ
と
場
所
を
特
定
で
き
る
よ
う
な
も
の
を
探
し
、
軽
く
街

を
見
渡
す
と
道
路
の
付
近
に
あ
っ
た
標
識
が
視
界
の
端
に
映
っ
た
。

そ
こ
に
書
い
て
あ
っ
た
地
名
は
、
「
見
滝
原
」
。

「
見
滝
原
・
・
・
・
・
・
？
」

そ
ん
な
地
名
あ
っ
た
だ
ろ
う
か
？

い
や
、
こ
こ
は
平
行
世
界
な
の
だ
。
自
分
の
知
っ
て
い
る
情
報
が
通
用
し
な
い

可
能
性
だ
っ
て
十
分
あ
る
。

自
分
の
知
識
ば
か
り
に
頼
る
の
は
や
め
た
ほ
う
が
よ
さ
そ
う
だ
。

こ
こ
で
、
僕
は
あ
る
こ
と
に
気
が
つ
い
た
。

（
そ
う
い
え
ば
・
・
・
・
・
・
僕
の
戸
籍
っ
て
ど
う
な
っ
て
い
る
ん
だ
ろ
う
？
）
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普
通
に
考
え
て
、
別
の
世
界
か
ら
移
動
し
て
き
た
の
だ
か
ら
あ
る
は
ず
が
な
い
。

し
か
し
、
そ
れ
を
言
っ
て
し
ま
え
ば
今
こ
こ
に
あ
る
家
だ
っ
て
あ
る
は
ず
が
な

い
。

何
が
あ
っ
て
何
が
な
い
の
か
、
そ
れ
を
は
っ
き
り
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。

「
よ
し
・
・
・
・
・
・
・
な
ら
ま
ず
は
・
・
・
・
・
・
・
」

元
の
世
界
へ
帰
る
手
段
を
見
つ
け
る
た
め
、
少
年
は
一
歩
を
踏
み
出
し
た
。

簡
潔
に
言
っ
て
、
こ
の
世
界
に
「
御
堂
　
侑
」
と
い
う
人
間
は
存
在
し
な
か
っ

た
。

と
い
う
わ
け
で
、
ソ
ラ
リ
ス
に
よ
る
暗
示
や
催
眠
で
「
御
堂
　
侑
」
の
戸
籍
を

作
ら
せ
て
も
ら
っ
た
。

オ
ー
ヴ
ァ
ー
ド
に
と
っ
て
こ
の
く
ら
い
は
朝
飯
前
だ
。

そ
の
結
果
、
年
齢
的
に
は
中
学
校
に
通
っ
て
い
る
歳
だ
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

近
く
に
あ
っ
た
中
学
校
へ
通
う
こ
と
と
な
っ
た
。

と
い
う
わ
け
で
、
明
日
か
ら
「
見
滝
原
中
学
校
」
へ
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
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わ
け
だ
。

ま
あ
、
向
こ
う
に
い
た
と
き
は
任
務
も
あ
っ
た
か
ら
マ
ト
モ
に
学
校
に
行
っ
た

こ
と
が
な
い
た
め
、
楽
し
み
で
は
あ
る
。

「
今
日
は
・
・
・
・
・
・
も
う
寝
る
か
」

文
書
偽
装
に
ほ
ぼ
一
日
潰
し
て
し
ま
っ
た
し
、
明
日
か
ら
学
校
も
あ
る
の
で
寝

る
こ
と
に
す
る
。

ベ
ッ
ド
に
倒
れ
込
み
、
意
識
が
急
速
に
闇
に
落
ち
て
い
っ
た
。
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第
二
話
　
「
見
滝
原
」
　
（
後
書
き
）

次
回
か
ら
、
原
作
に
入
っ
て
い
く
と
思
い
ま
す
。
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第
三
話
　
見
滝
原
中
学
校
（
前
書
き
）

な
ん
と
か
書
き
あ
が
り
ま
し
た
ー
。

受
験
中
な
の
で
出
来
は
微
妙
で
す
・
・
・
・
・
。

そ
れ
で
も
良
け
れ
ば
ど
う
ぞ
。
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第
三
話
　
見
滝
原
中
学
校

「
失
礼
し
ま
す
。
」

そ
う
言
い
つ
つ
、
職
員
室
の
ド
ア
を
開
く
。

「
あ
ら
、
転
校
生
の
子
？
」

「
え
え
、
御
堂
で
す
。
よ
ろ
し
く
お
ね
が
い
し
ま
す
ね
」

顔
に
笑
み
を
浮
か
べ
な
が
ら
軽
く
お
辞
儀
を
す
る
。

社
交
性
、
と
い
う
の
は
大
事
だ
。

い
ろ
ん
な
局
面
で
役
立
つ
。

「
そ
う
。
じ
ゃ
、
あ
っ
ち
の
先
生
の
と
こ
ろ
に
」

「
分
か
り
ま
し
た
」

入
り
口
近
く
に
い
た
教
師
に
言
わ
れ
、
自
分
の
担
任
教
師
の
前
に
や
っ
て
く
る
。

そ
こ
に
は
、
な
ん
か
ど
ん
よ
り
し
た
空
気
を
発
し
て
い
る
女
性
が
い
た
。

（
え
っ
と
・
・
・
こ
の
人
だ
よ
ね
・
・
・
・
・
・
僕
の
担
任
・
・
・
・
・
・
・
）

「
卵
の
焼
き
加
減
が
な
に
よ
・
・
・
・
・
そ
ん
な
の
ど
う
だ
っ
て
い
い
じ
ゃ
な

い
・
・
・
・
・
・
・
・
」

気
の
せ
い
で
は
な
く
や
は
り
負
の
オ
ー
ラ
が
出
て
い
る
。

「
え
え
と
・
・
・
・
・
・
・
す
い
ま
せ
ん
・
・
・
・
・
」

僕
が
軽
く
声
を
か
け
る
と
、
女
性
は
は
っ
、
と
頭
を
上
げ
、
う
あ
、
と
声
を
上

げ
た
。

「
え
っ
と
・
・
・
・
・
・
・
」

「
・
・
・
・
・
・
・
・
あ
、
き
み
が
転
校
生
の
子
ね
？
」

ど
う
や
ら
復
活
し
た
ら
し
い
。

「
は
い
。
そ
う
で
す
が
・
・
・
・
・
・
・
・
・
」

「
じ
ゃ
、
後
も
う
一
人
ね
」

（
・
・
・
・
・
・
も
う
一
人
転
校
生
が
居
る
の
か
・
・
・
・
・
こ
ん
な
微
妙
な
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時
期
に
転
校
が
重
な
る
の
も
珍
し
い
な
。
）

そ
ん
な
こ
と
を
考
え
て
い
る
と
、
職
員
室
の
ド
ア
が
開
き
、
外
か
ら
黒
髪
の
綺

麗
な
少
女
が
入
っ
て
き
た
。

お
そ
ら
く
、
先
生
が
言
っ
て
い
た
も
う
一
人
の
転
校
生
な
の
だ
ろ
う
。

少
女
は
、
僕
の
方
の
ち
ら
っ
と
見
て
、
そ
の
端
正
な
顔
に
深
い
困
惑
の
色
を
浮

か
べ
た
。

そ
れ
が
気
に
な
っ
た
僕
は
、
と
り
あ
え
ず
ど
こ
か
で
会
っ
た
の
か
を
聞
い
て
み

る
こ
と
に
し
た
。

「
え
っ
と
・
・
・
・
・
・
・
ど
こ
か
で
お
会
い
し
ま
し
た
か
？
」

「
・
・
・
・
・
・
・
あ
、
ご
め
ん
な
さ
い
。
他
に
も
転
校
生
が
い
る
と
は
聞
い

て
い
な
く
て
」

僕
の
問
に
対
し
て
、
そ
う
答
え
る
少
女
。

た
だ
、
僕
は
な
ん
と
な
く
彼
女
が
嘘
を
言
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
た
。

向
こ
う
も
僕
の
視
線
に
気
づ
き
、
少
し
顔
を
逸
ら
す
。

や
は
り
何
か
隠
し
て
い
る
。

・
・
・
・
・
・
が
、
こ
れ
以
上
追
求
し
て
も
意
味
は
な
い
か
。

「
じ
ゃ
あ
二
人
共
、
教
室
ま
で
案
内
す
る
か
ら
つ
い
て
き
て
ね
」

お
互
い
妙
な
雰
囲
気
に
な
っ
て
い
た
の
で
助
か
っ
た
。

も
し
か
す
る
と
こ
の
雰
囲
気
に
助
け
を
入
れ
て
く
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
が
。

ど
ち
ら
に
せ
よ
こ
の
雰
囲
気
か
ら
逃
げ
た
い
の
は
や
ま
や
ま
な
の
で
、
大
人
し

く
つ
い
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

そ
の
後
ろ
か
ら
先
程
の
少
女
も
つ
い
て
く
る
。

「
じ
ゃ
、
私
が
読
ん
だ
ら
入
っ
て
き
て
ね
」

そ
う
言
っ
て
教
室
に
入
っ
て
い
く
先
生
。

先
程
の
少
女
と
二
人
き
り
に
な
る
が
、
特
に
会
話
は
な
い
。
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「
コ
ホ
ン
。
今
日
は
皆
さ
ん
に
大
事
な
お
話
が
あ
り
ま
す
。
心
し
て
聞
く
よ
う

に
！
」

ま
あ
、
お
そ
ら
く
僕
等
の
こ
と
だ
ろ
う
。
　
転
校
生
だ
し
。

「
目
玉
焼
き
と
は
、
固
焼
き
で
す
か
？
　
そ
れ
と
も
半
熟
で
す
か
？
　
は
い
、

中
沢
君
！
」

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
は
い
？

「
え
ぇ
！
？
　
え
っ
と
・
・
・
・
・
ど
っ
ち
で
も
良
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
・
・
・

・
・
」

驚
く
中
沢
く
ん
。
　
安
心
し
て
。
　
そ
れ
が
普
通
の
反
応
だ
。

「
そ
の
通
り
！
　
ど
っ
ち
で
も
よ
ろ
し
い
！
　
た
か
が
玉
子
の
焼
き
加
減
な
ん

か
で
女
の
魅
力
が
決
ま
る
と
思
っ
た
ら
大
間
違
い
で
す
っ
！
」

ど
う
で
も
い
い
で
す
が
指
し
棒
折
れ
て
ま
す
よ
先
生
。

「
女
子
の
皆
さ
ん
は
、
く
れ
ぐ
れ
も
「
半
熟
じ
ゃ
な
き
ゃ
食
べ
ら
れ
な
い
」
と

か
ぬ
か
す
男
と
は
交
際
し
な
い
よ
う
に
！
　
そ
し
て
、
男
子
の
皆
さ
ん
は
絶
っ

対
に
玉
子
の
焼
き
加
減
に
ケ
チ
を
つ
け
る
よ
う
な
大
人
に
な
ら
な
い
こ
と
！
」

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
あ
あ
、
さ
っ
き
の
負
の
オ
ー
ラ
の
原
因
は
そ
れ
か
。

「
は
い
。
あ
と
そ
れ
か
ら
、
今
日
は
皆
さ
ん
に
転
校
生
を
紹
介
し
ま
す
」

「
そ
っ
ち
が
後
回
し
か
よ
っ
！
」
（
こ
っ
ち
が
後
回
し
か
よ
・
・
・
・
・
・
・
）

な
ん
か
ハ
モ
っ
た
ね
・
・
・
・
・
・
・
・
。

「
じ
ゃ
、
暁
美
さ
ん
、
御
堂
く
ん
。
い
ら
っ
し
ゃ
ー
い
」

「
「
は
い
」
」

呼
ば
れ
た
の
で
、
少
女
・
・
・
・
・
・
・
暁
美
さ
ん
に
続
い
て
教
室
に
入
る
。

と
い
う
か
こ
こ
に
来
る
ま
で
名
前
知
ら
な
か
っ
た
な
。

「
は
い
！
　
そ
れ
じ
ゃ
あ
自
己
紹
介
い
っ
て
み
よ
う
！
」

や
た
ら
テ
ン
シ
ョ
ン
が
高
い
な
ー
・
・
・
・
・
・
・
・
・
。

「
暁
美
ほ
む
ら
で
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」
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「
御
堂
侑
で
す
。
よ
ろ
し
く
」

挨
拶
を
終
え
、
軽
く
暁
美
さ
ん
の
方
を
見
る
と
あ
る
一
点
を
凝
視
し
て
い
た
。

何
事
か
と
僕
が
そ
の
方
向
を
向
く
と
、
こ
こ
に
居
る
筈
の
な
い
彼
女
に
似
た
少

女
が
い
た
。

滝
沢
唯
。
　
僕
の
た
っ
た
一
人
の
相
棒
で
あ
り
、
何
よ
り
大
切
な
親
友
。

そ
し
て
、
一
昨
日
か
ら
会
え
な
く
な
っ
た
人
。

そ
ん
な
彼
女
と
瓜
二
つ
な
少
女
が
、
僕
の
視
線
の
先
に
確
か
に
存
在
し
て
い
た
。

息
が
詰
ま
っ
た
。
　
呼
吸
が
安
定
し
な
い
。

な
ん
で
？
　
こ
こ
に
？
　
唯
が
？
　
支
離
滅
裂
な
思
考
の
中
、
思
い
出
す
。

こ
こ
は
、
『
平
行
世
界
』
。
　
同
じ
人
間
が
い
て
も
お
か
し
く
な
い
し
、
そ
も

そ
も
他
人
の
空
似
で
あ
る
可
能
性
も
あ
る
。

き
っ
と
、
唯
で
は
な
い
。
　
そ
も
そ
も
唯
な
ら
僕
が
い
れ
ば
少
し
く
ら
い
は
反

応
す
る
だ
ろ
う
。

し
か
し
、
あ
の
娘
は
僕
の
顔
を
全
く
知
ら
な
か
っ
た
。
　
つ
ま
り
・
・
・
・
・
・

別
人
。

（
そ
う
・
・
・
・
・
・
・
だ
よ
ね
。
）
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い
る
は
ず
が
な
い
の
だ
。
　

だ
か
ら
こ
そ
、
僕
は
帰
ら
な
け
れ
ば
。
　
今
も
唯
は
待
っ
て
る
。
　
き
っ
と
、

僕
を
。

な
ら
、
僕
は
・
・
・
・
・
・
・
・
・

そ
の
時
、
教
室
中
が
拍
手
で
満
た
さ
れ
た
。

そ
れ
と
同
時
に
思
考
を
現
実
に
引
き
戻
し
、
慌
て
て
例
の
少
女
か
ら
視
線
を
逸

ら
す
。

何
秒
見
て
い
た
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
突
然
見
知
ら
ぬ
人
か
ら
凝
視
さ
れ
て
い

い
気
分
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

そ
ん
な
こ
ん
な
で
、
朝
の
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
は
終
了
し
た
。

同
時
に
、
僕
と
暁
美
さ
ん
の
元
に
集
ま
っ
て
く
る
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
達
。

ど
う
や
ら
転
校
生
が
物
珍
し
い
ら
し
い
。

僕
が
適
当
な
応
対
を
し
て
い
る
と
、
青
い
髪
を
シ
ョ
ー
ト
カ
ッ
ト
に
し
た
少
女

と
、
先
程
の
唯
に
似
た
少
女
が
僕
の
前
に
現
れ
た
。

「
え
っ
と
・
・
・
・
・
・
・
何
か
？
」

途
端
に
押
し
寄
せ
た
た
く
さ
ん
の
感
情
を
噛
み
殺
し
、
笑
み
を
作
っ
て
話
し
か

け
る
。

「
い
や
ー
？
　
転
校
生
そ
の
ニ
が
さ
っ
き
ま
ど
か
を
じ
ー
っ
と
見
て
た
か
ら
ね

ー
。
も
し
か
し
て
、
惚
れ
ち
ゃ
っ
た
？
」

「
ち
ょ
っ
と
・
・
・
・
・
・
・
・
さ
や
か
ち
ゃ
ん
！
」

茶
化
す
よ
う
に
そ
う
い
う
青
髪
の
少
女
に
、
慌
て
て
返
す
唯
に
似
た
少
女
。

ど
う
や
ら
、
青
髪
の
方
が
、
さ
や
か
、
で
唯
に
似
て
い
る
方
が
、
ま
ど
か
、
と

言
う
ら
し
い
。

「
あ
ー
・
・
・
・
・
・
・
す
い
ま
せ
ん
。
知
り
合
い
に
似
て
い
た
も
の
で
。
」

名
前
か
ら
、
や
は
り
唯
と
は
別
人
だ
と
判
断
し
、
期
待
こ
そ
し
て
い
な
か
っ
た
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が
若
干
落
胆
し
な
が
ら
そ
う
返
す
。

「
へ
ー
・
・
・
・
・
・
。
　
あ
、
も
し
か
し
て
転
校
生
そ
の
ニ
の
彼
女
だ
っ
た

り
す
る
？
　
そ
の
娘
」

「
転
校
生
そ
の
ニ
は
や
め
て
く
だ
さ
い
・
・
・
・
・
・
・
・
・
。
」

と
い
う
か
彼
女
？
　
何
を
馬
鹿
な
。
　

任
務
で
そ
れ
ど
こ
ろ
で
は
な
か
っ
た
し
、
そ
も
そ
も
近
く
に
い
た
異
性
が
唯
だ

け
だ
っ
た
し
。

・
・
・
・
・
・
・
・
や
ば
い
な
ん
か
悲
し
く
な
っ
て
き
た
。

「
ん
？
　
あ
ー
、
ご
め
ん
ご
め
ん
無
神
経
だ
っ
た
ね
」

勝
手
に
納
得
し
て
い
る
青
髪
少
女
。
一
体
何
を
勘
違
い
し
た
ん
だ
・
・
・
・
・
・

・
・
。
　

「
ま
、
こ
れ
か
ら
よ
ろ
し
く
、
・
・
・
・
・
・
・
・
え
ー
と
・
・
・
・
「
さ
や

か
ち
ゃ
ん
・
・
・
・
・
・
・
・
・
御
堂
く
ん
だ
よ
」
　
御
堂
！
」

名
前
覚
え
て
な
か
っ
た
の
か
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
。

僕
が
、
よ
ろ
し
く
、
と
言
お
う
と
し
た
そ
の
時
。

「
鹿
目
ま
ど
か
さ
ん
、
貴
方
が
こ
の
ク
ラ
ス
の
保
健
係
り
よ
ね
」

突
然
の
そ
の
声
の
主
は
も
う
一
人
の
転
校
生
、
暁
美
ほ
む
ら
だ
っ
た
。
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第
三
話
　
見
滝
原
中
学
校
（
後
書
き
）

原
作
が
頭
に
入
っ
て
い
な
い
の
で
セ
リ
フ
に
苦
労
し
ま
し
た
・
・
・
・
・
・
。
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う

交錯する世界

2012年1月14日21時54分発行

この小説の詳細については以下のＵＲＬをご覧ください。
http://ncode.syosetu.com/n4065ba/

Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
発
足
に
あ
た
っ
て

http://ncode.syosetu.com/n4065ba/

